
令和 4 年度技術士第二次試験問題〔建設部門〕9-10 施工計画施工設備及び積算【選沢科目Ⅱ】 

 

Ⅱ-1-2 公共事業における契約方式として,最近用いられている ECI 方式について概説せよ。また,

その実施に当たっての留意点を説明せよ。 

 

解答 

1． ECI 方式とは 

設計段階から施工者が関与する方式であり、設計段階の技術協力期間中に施工者は技術協

力を通じて当該工事の施工方法や仕様等を明確にし、施工の数量、仕様を確定した上で工事契

約を行う方式である。施工プロセスのうち予備設計または詳細設計段階で適用を行うのが一

般的である。 

 

2． ECI 方式の効果 

(ア) 発注時に仕様や前提条件の確定が困難な事業に対応できる。 

(イ) 設計段階で施工者が参画するため、施工者の知識・経験を踏まえた案の検討が可能にな

る。 

(ウ) 施工に関するリスク情報を施工者が設計段階から把握し、リスク対策を設計に反映する

ことができる。 

(エ) 設計に関して、施工上の観点から施工者の提案が行われるため、施工段階での設計変更

リスクの削減が期待できる。 

(オ) 設計段階から施工者による施工計画の検討を行うことができる。 

 

3． 実施に当たっての留意点 

(ア) 技術協力業務は積算基準がないため、あらかじめ目安として目的物の参考額を設定して

おく必要がある。 

(イ) 発注者が施工者による提案の適用可否、追加調査や協議の必要性を判断する必要がある。 

(ウ) 設計と技術協力という 2 つの業務が並行して進むため、工程調整を十分に行い設計の手

戻りを防止する必要がある。 

(エ) 工事特性・難易度に応じて技術協力期間を適正に設定する必要がある。 

(オ) 発注者は、施工者による技術提案がオーバースペックにならないよう、品質性能と費用

とのバランスを十分考慮する必要がある。 

 

参考資料：国土交通省直轄工事における技術提案・交渉方式の運用ガイドライン 

（令和２年１月 国土交通省） 


